
まちのひと
－多久で見つけた－あッ!

「「出初式・一斉放水出初式・一斉放水」」
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第第6767号号
令和７年　令和 ７年　

12月定例会12月定例会

市民と議会をつなぐ市民と議会をつなぐ

議会だより議会だより議会だより議会だより



　令和 ７年１２月市議会定例会は、１２月 １ 日から１７日まで（会期１７日間）開かれました。
　今回は ８人の議員が市政一般に対する質問を行い、議案や予算などについて審議を行いました。
　市長から提出されました３０件（条例 ９ 件、予算 ５ 件、決算 １ 件、その他１５件）の議案について審議し、
いずれも原案どおり可決されました。

 令和 ７ 年　12月定例会

（
甲
議
案
）
予
算
以
外
の
議
案

　�

多
久
市
課
設
置
条
例
及
び
多
久
市
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　（
改
正
点
）

　

�
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
一
括
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
、
財
産
活
用
課

を
新
設
。

　
・
市
有
財
産
に
関
す
る
こ
と
。

　
・�

公
共
施
設
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
総

合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　�

多
久
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

�　
保
育
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、子
ど
も
を
中
心

に
考
え
、全
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、子

ど
も
の
良
質
な
成
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を

開
始
す
る
た
め
、
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

　（
主
な
内
容
）

　
・�

対
象
：
保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
６
か

月
～
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も

　
・�

保
護
者
の
就
労
な
ど
要
件
：
無
し

　
・
利
用
可
能
時
間
：
10
時
間
程
度
／
月
（
予
定
）

　�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

�　
多
久
市
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
に

お
い
て
、
施
設
の
状
況
を
精
査
し
、
令
和
６
年

４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　（
期
　
間
）

　

�　
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
１３
年
３
月
３１
日

　
・
多
久
聖
廟

　
・
陸
上
競
技
場
な
ど

　
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
・
社
会
福
祉
会
館

　
・
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
・
物
産
館
「
朋
来
庵
」

　
・
ふ
る
さ
と
情
報
館
「
幡
船
の
里
」

　
・
東
多
久
交
流
プ
ラ
ザ

　
・�

多
久
市
駐
車
場

　
・
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　
・
中
央
公
園

　
・
西
渓
公
園
な
ど

（
乙
議
案
）
予
算
に
関
す
る
議
案

　�

令
和
7
年
度
多
久
市
立
病
院
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
（
令
和
7
年
４
月
1
日
～
令
和

７
年
６
月
３０
日
）

　
公
立
佐
賀
中
央
病
院
が
７
月
１
日
に
開
院
し
ま

し
た
の
で
、
多
久
市
立
病
院
は
６
月
３０
日
を
も
っ

て
閉
院
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
３
か
月
間
の
決

算
に
な
り
ま
す
。

　
・
収
入　
５
億
7
，４
６
４
万
7
，５
２
８
円

　
・
決
算　
３
億
４
，２
６
３
万
7
，７
３
９
円

　�

令
和
７
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

　
▼�

障
害
者
・
障
害
児
支
援
事
業

　
　（
９
億
９
，３
３
５
万
円
）

　

�　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
障
害
児
通
所
事

業
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
支
援
す
る

事
業
で
す
。

　
▼�

入
学
時
学
用
品
準
備
支
援
事
業

　
　（
１
８
０
万
円
）

　

�　
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
新
１
年
生

全
員
に
入
学
時
に
必
要
な
学
習
教
材
な
ど
を
提

供
し
ま
す
。

　
【�

学
習
教
材
一
覧
】　
算
数
セ
ッ
ト
、
粘
土
セ
ッ

ト
、
赤
白
帽
子
、

文
具
、ひ
ら
が
な
・

カ
タ
カ
ナ
練
習
帳
、

机
引
き
出
し
、
論

語
カ
ル
タ
の
解
説

書
、
学
習
用
端
末

カ
バ
ー
、朝
顔
セ
ッ

ト
な
ど
（
１
人　

１
５
，０
０
０
円
相

当
分
）

12
月
定
例
会
の
主
な
議
案
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▼�

学
校
給
食
支
援
事
業
（
１
，２
５
０
万
４
千
円
）

　
�　

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給

　
食
費
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
【
支
援
内
容
】

　
（
１
～
６
年
生
）

　
月
額
約
４
，８
０
０
円

　
を
４
，２
０
０
円
に

　
据
え
置
き

　
（
７
～
９
年
生
）

　
月
額
約
６
，０
０
０
円

　
を
５
，２
０
０
円
に

　
据
え
置
き

　
▼�

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　（
１
，９
２
２
万
円
）

　

�　

令
和
７
年
８
月
１０
日
～
１１
日
の
豪
雨
に
よ
り
発
生
し

た
、農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
・
現
年
発
生
農
地
災
害
復
旧
事
業

�

６
０
０
万
円
（
１
箇
所
）

　
・
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

１
，３
２
２
万
円
（
３
箇
所
）

　
▼
林
道
災
害
復
旧
事
業
（
３
０
０
万
円
）

　

�　

令
和
７
年
８
月
１０
日
～
１１
日
の
豪
雨
に
よ
り
発
生
し

た
、
林
道
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
・
現
年
発
生
林
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
３
０
０
万
円
（
１
箇
所
）

　
▼�

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
２
，６
５
０
万
円
）

　

�　

令
和
７
年
８
月
１０
日
～
１１
日
の
豪
雨
に
よ
り
発
生
し

た
、
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
・
現
年
発
生
補
助
災
害
復
旧
事
業

�

　
１
，６
５
０
万
円
（
道
路
災
害
２
箇
所
）

　
・
現
年
発
生
単
独
災
害
復
旧
事
業

�

１
，０
０
０
万
円
（
道
路
災
害
１１
箇
所
）

　
◆�

３
億
８
，２
２
６
万

２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
１
５
８

億
５
，４
１
９
万
２

千
円
と
す
る
補
正

予
算
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

【　賛　否　表　】

議案番号
議　案　名

※議案などについて、賛成、反対の双方
あった場合のみ、掲載しています。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １1 １2 １3 １4 １5
議
決
結
果

彌
冨
　
博
幸

中
島
　
慶
子

田
渕
　
　
厚

坂
口
　
絹
代

‒

千
北
　
政
利

鷲
﨑
　
義
彦

尾
形
　
武
史

廣
橋
　
時
則

市
丸
　
勝
義

渡
島
　
幸
司

中
島
　
國
孝

古
賀
　
公
彦

小
川
　
三
郎

野
北
　

悟

議案甲第４６号 多久市グリーンパークの指定管理者の
指定について ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ― 原案可決

◯は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席　※議長（ー）は賛否同数以外は採決には参加しません。
※５番議員の議席は、現在欠員となっています。　　　
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議案質疑議案質疑
提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること

古賀　公彦
■�議案甲第40号　多久市乳児等
通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例について

Ｑ  �事業を実施する際の基準の詳細は。

Ａ  �職員配置は乳児 ３ 人につき １ 人以上うち半数以上
が保育士です。施設設備は保育室、遊戯室、便所
です。面積基準、必要な用具の備え、耐火建築物
など建築構造、運営・安全計画の策定、保護者と

の連携、苦情対応などです。

Ｑ  �基準を満たす施設の確認は。

Ａ  �手続書類を提出していただき、基準を満たしてい
るかどうかを確認します。また事業開始後も年 １
回指導監査で継続的に基準を満たしているか確認
します。

Ｑ  �利用可能時間の月１０時間を超えた場合は。

Ａ  �１０時間を超えて利用が必要な場合は、事前登録を
行い、一時預かり事業の利用ができます。

市丸　勝義
■�議案甲第40号　多久市乳児等
通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例について

Ｑ  �事業の詳細と現在の一時預かり保育との違いは。

Ａ  �生後 ６ か月から満 ３ 歳未満までの保育所に通って
いない家庭の子どもを対象に、保護者の就労の有
無を問わず、 １ か月に最大１０時間まで時間単位で
預かりを行う事業です。また一時預かり保育との
違いは、一時預かり事業は保護者の立場からの必
要性に対応することが目的となっており、乳児等
通園支援事業は子どもを中心に考え、全ての子ど
もの育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整
備することを目的とした事業となっているところ
です。

Ｑ  �配置基準、運営基準は制度ごとに満たす必要があ
るのか。

Ａ  �乳児等通園支援事業は、一般型乳児等通園支援事
業及び余裕活用型乳児等通園支援事業の ２ 種類の
実施方法があります。一般型は保育所などの利用
定員とは別に定員を設け、年齢および人数に応じ
て専任の保育従事者を配置する必要がありますが、
余裕活用型は保育所などの利用定員に余裕がある
場合に利用定員の範囲内で実施可能となります。

Ｑ  �この制度をどれくらいの園が活用予定か。

Ａ  �９ 月に保育所などに
実施に関する調査を
しておりますが、そ
の際には１３施設中 ９
施設が実施を検討さ
れている状況です。

特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た

名
　
　
称

　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

設
置
目
的

　

�

議
会
と
し
て
、
市
の
重
要
な

意
思
決
定
に
関
す
る
議
決
や

調
査
な
ど
の
議
会
の
権
限
を

適
切
に
行
使
し
て
い
く
た
め

に
必
要
か
つ
適
正
な
議
員
定

数
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
。

構
　
　
成

　
委
員
長　
　
田
渕　
　
厚

　
副
委
員
長　
　
市
丸　
勝
義

　
委　
　
員　
　
中
島　
慶
子

　
　
　
　
　
　
　
坂
口　
絹
代

　
　
　
　
　
　
　
廣
橋　
時
則

　
　
　
　
　
　
　
渡
島　
幸
司

　
　
　
　
　
　
　
小
川　
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
野
北　
　
悟

期
　
　
間

　

�

令
和
８
年
６
月
の
調
査
終
了

ま
で
と
す
る
。
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一般質問一覧表一般質問一覧表
多久の

気になる

課題

彌冨　博幸 議員
『自立する多久市のまちづくりとは』

田渕　　厚 議員
『市の道路・橋梁の管理について』

坂口　絹代 議員
『子育てしたくなるまちについて』

鷲﨑　義彦 議員
『多久市の農業について』

千北　政利 議員
『多久市における誘致企業の現状について』
『市有地・普通財産の状況について』

尾形　武史 議員
『市民が気軽に取り組める健康増進と
運動習慣への取り組みについて』

中島　慶子 議員
『地域公共交通の更なる充実支援を』

小川　三郎 議員
『空き家問題について』
『厳木多久有料道路について』
『ごみ収集について』
『公共施設について』
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市
民
が
気
軽
に
取
り
組
め
る
健
康

増
進
と
運
動
習
慣
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

尾
形
　
特
定
健
診
の
受
診
率
と
結
果
は
。

答
弁　
直
近
３
年
間
の
受
診
率
は
５９
・

５
％
と
全
国
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受

診
結
果
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
糖
尿
病
が
上
位
で
、
対
象
者
に
食
生
活

の
改
善
や
運
動
習
慣
に
つ
い
て
個
別
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

尾
形
　
運
動
に
つ
い
て
は
、
何
を
推
奨
し

て
い
る
の
か
。

答
弁　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
歩
か
れ
る
際
に
は
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
陸
上
競
技
場
の
活
用
や

明
る
い
時
間
帯
を
勧
め
て
い
ま
す
。

尾
形
　
陸
上
競
技
場
の
夜
の
照
明
利
用
は

可
能
な
の
か
。

答
弁　
照
明
に
つ
い
て
は
、
夕
方
か
ら
夜

に
か
け
て
は
１７
時
か
ら
２２
時
ま
で
使
用
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
タ
イ
マ
ー
に
て
自
動

消
灯
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
形
　
市
街
地
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

は
設
置
で
き
る
の
か
。

答
弁　
公
道
上
に
コ
ー
ス
設
置
と
な
れ
ば

歩
行
者
の
安
全
確
保
が
前
提
と
な
る
の
で
、

歩
道
や
横
断
歩
道
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

が
あ
る
安
全
な
コ
ー
ス
設
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

尾
形
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
に
防
犯

灯
の
設
置
は
可
能
か
。

答
弁　
通
行
の
利
用
が
多
い
場
所
な
ど
安

全
面
や
防
犯
上
必
要
性
に
応
じ
て
防
犯
灯

の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

尾 形 武 史 議 員

市
民
の
健
康
増
進
を
考
え
る
！

多
久
市
に
お
け
る
誘
致
企
業
に
つ
い
て

千
北
　
近
年
の
企
業
誘
致
の
実
績
に
つ
い

て
。

答
弁　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の

過
去
５
年
間
で
累
計
５
件
の
誘
致
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
以
降
は
現

在
ま
で
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
情
報
収
集
に
努
め
、
誘
致
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

千
北
　
現
在
の
企
業
誘
致
の
現
状
に
つ
い

て
。

答
弁　
現
在
の
誘
致
活
動
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
市
有
地
の
遊
休
地
や
民
有
地
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
市
へ
立
地
企
業
の
本
社
へ
訪
問

し
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な

企
業
へ
の
訪
問
を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

市
有
地
・
普
通
財
産
の
状
況
に
つ
い
て

千
北
　
普
通
財
産
の
処
分
の
現
状
に
つ
い

て
。

答
弁　
そ
の
用
地
の
状
況
を
調
査
し
た
上

で
、
市
有
地
活
用
対
策
会
議
に
お
い
て
、

処
分
方
針
お
よ
び
方
法
を
協
議
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
不
動
産
鑑
定
を
行
い
評
価

額
を
予
定
価
格
と
し
て
、
一
般
競
争
入
札

を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
北
　
多
久
市
立
病
院
跡
地
の
今
後
の
活

用
は
。

答
弁　
多
久
市
立
病
院
跡
地
に
つ
い
て

は
、
病
院
敷
地
の
地
歴
調
査
業
務
を
す
す

め
て
い
ま
す
。そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 千 北 政 利 議 員

こ
れ
で
よ
い
の
か

企
業
誘
致
！

一般質問
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一般質問

厳
木
多
久
有
料
道
路
に
つ
い
て

小
川 

無
料
化
と
な
っ
た
場
合
、
小
侍
イ

ン
タ
ー
の
利
用
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
道
路
標
識
や
施
設
の
案
内

看
板
な
ど
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答
弁　
仮
に
多
久
厳
木
道
路
が
無
料
化
と

な
り
小
侍
イ
ン
タ
ー
の
交
通
量
が
増
加
す

る
場
合
は
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
な
が

ら
道
路
標
識
の
改
善
に
つ
い
て
、
管
理
者

に
対
し
て
協
議
や
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
市
内
施
設
の
案
内
看
板
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
表
示
内
容
や
設
置
場
所
も

含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
川
　
多
久
イ
ン
タ
ー
付
近
に
ト
イ
レ
つ

き
休
憩
所
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　
多
久
市
と
し
て
は
、
休
憩
所
の
整

備
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
交
通

動
態
を
注
視
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
の
協

議
や
必
要
に
応
じ
て
要
望
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

小
川 

金
物
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
回
収
日
が
少
な
い
が
改
善
で
き
な
い
か
。

答
弁　
収
集
箇
所
が
出
さ
れ
た
ご
み
で
溢

れ
た
り
、
収
集
で
き
な
い
と
い
う
状
況
は

な
い
こ
と
か
ら
収
集
体
制
の
見
直
し
は
考

え
に
く
い
で
す
が
、
資
源
化
の
推
進
と
利

便
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
費
用
面
な
ど

を
考
慮
し
、
よ
り
よ
い
環
境
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

小 川 三 郎 議 員

分
か
り
や
す
い
案
内
看
板
を

地
域
公
共
交
通
の
さ
ら
な
る
充
実
支
援
を

中
島
　「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」
の
会
員
登

録
者
数
の
現
状
は
。

答
弁　
１２
月
１
日
現
在
２
，２
６
１
人
の

登
録
者
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
６０
歳
以
上
が

１
，３
１
１
人
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
島
　
公
立
佐
賀
中
央
病
院
に
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
た
く
」
予
約
専
用
電
話
機
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
役
所
や
多
久
駅
な
ど

の
公
共
施
設
に
も
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
利
用
実
態
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

中
島
　「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」
の
運
用
実

績
は
。

答
弁　
１０
月
の
利
用
者
数
は
２
，７
０
７

人
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
比
１
２
３
％
で

す
。

中
島
　
運
行
経
費
は
。

答
弁　
予
算
で
は
運
行
経
費
４
，０
６
８

万
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
と
し
て

国
庫
補
助
４
４
９
万
５
千
円
、
運
賃
収
入

３
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
残
り
が

一
般
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
日
曜
の
高
齢
者
・
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
・
市
イ
ベ
ン
ト
な
ど
社
会
参
加
の

確
保
と
し
て
、
交
通
対
策
の
検
討
が
で
き

な
い
か
。

答
弁　
現
時
点
で
は
経
費
や
運
転
手
不
足

で
難
し
い
で
す
が
、
地
域
公
共
交
通
と
し

て
誰
も
取
り
残
さ
な
い
対
策
は
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

中 島 慶 子 議 員

利
用
し
や
す
い

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」
へ
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一般質問
自
立
す
る
多
久
市
の
ま
ち
づ
く
り

と
は

彌
冨
　
中
島
会
館
・
ハ
ロ
ー
跡
地
に
つ
い

て
市
で
の
企
画
な
ど
を
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
様
々
な
活
用
案
を
各
種

団
体
と
共
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
土
地
形
状
や
事
業
費
な
ど
の

課
題
に
よ
り
ま
し
て
事
業
化
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の

利
活
用
な
ど
、
市
内
部
で
も
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

彌
冨
　
い
つ
ま
で
に
決
定
す
る
の
か
。

答
弁　
こ
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
長
期
間

未
利
用
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に

検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

彌
冨
　「
島
根
県
津
和
野
町
」
で
は
、
買

い
物
不
便
地
区
の
解
消
策
と
し
て
、
行
政

が
施
設
を
準
備
し
て
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
運
営
な
ど
を
企
業
に
依
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
久
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
計
画

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

彌
冨
　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
市
長
の
決
意
は
。

答
弁　
私
の
公
約
で
も
、
利
活
用
は
一
番

の
核
と
な
る
部
分
の
一
つ
で
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
、
必
ず
そ
こ
は

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 彌 冨 博 幸 議 員

「
ま
ち
づ
く
り
」

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
！

市
の
道
路
・
橋
梁
の
管
理
に
つ
い
て

田
渕
　
通
学
路
は
草
が
伸
び
、
雨
天
時
に

は
枝
が
下
が
り
視
界
が
悪
く
な
る
が
、
安

全
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
通
学
路
は
市
街
地
が
多
い
こ
と
か

ら
、
歩
道
の
な
い
路
側
帯
で
の
歩
行
確
保

の
た
め
の
除
草
、
ま
た
横
断
歩
道
や
信
号

機
の
設
置
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理

者
や
交
通
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担

を
行
い
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

田
渕
　
橋
梁
は
5
年
に
1
回
定
期
点
検
・

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

答
弁　
令
和
4
年
に
2
巡
目
の
点
検
が
終

了
し
て
お
り
、Ⅲ
判
定（
早
期
措
置
段
階
）

が
12
橋
あ
り
、
11
橋
は
補
修
を
完
了
し
、

1
橋
は
架
け
替
え
で
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　
農
道
は
田
植
期
や
収
穫
時
な
ど
の

場
合
、通
行
禁
止
や
制
限
は
出
来
る
の
か
。

答
弁　
道
路
交
通
法
の
適
用
を
受
け
る
農

道
で
あ
れ
ば
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の

判
断
で
、
一
般
の
用
に
供
さ
な
い
農
道
に

つ
い
て
は
、
農
道
管
理
者
で
行
う
こ
と
は

可
能
で
す
。

田
渕
　
高
齢
化
社
会
で
、
手
押
し
車
、
電

動
シ
ニ
ア
カ
ー
、
電
動
車
イ
ス
、
買
い
物

車
エ
レ
カ
ー
ゴ
な
ど
の
利
用
者
が
増
え
、

道
路
管
理
は
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
道
路
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

超
高
齢
化
社
会
の

道
路
の
安
全
性
と
管
理
は
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一般質問

多
久
市
の
農
業
に
つ
い
て

鷲
﨑
　
多
久
市
に
お
け
る
農
業
の
位
置
づ

け
と
描
く
今
後
の
在
り
方
は
。

答
弁　
農
業
従
事
者
や
担
い
手
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
現
状
は
大
変
厳

し
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
米
や

大
豆
、
麦
な
ど
、
水
田
作
物
ば
か
り
で
な

く
、
ミ
カ
ン
を
中
心
と
し
た
果
樹
作
物
、

畜
産
な
ど
が
市
内
全
域
で
営
ま
れ
て
お

り
、
重
要
な
基
幹
産
業
の
一
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。
農
業
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
国

は
令
和
６
年
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
を
改
正
し
、
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構

造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
方
針
を

決
定
さ
れ
、
今
後
様
々
な
施
策
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
研
究
し
な
が
ら
、
現
在
営
農
さ
れ
て

い
る
農
家
に
お
い
て
持
続
的
に
農
業
経
営

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鷲
﨑
　
後
継
者
不
足
の
対
応
策
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
農

業
法
人
参
入
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　
農
業
部
門
で
１
名
の
採
用
と
な
り

果
樹
農
家
の
下
で
研
修
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
法
人
の
参

入
に
つ
い
て
は
、
１
社
か
ら
参
入
の
意
思

決
定
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
借
受
け
農
地

の
調
整
な
ど
行
っ
て
い
て
令
和
８
年
度
の

水
稲
作
付
に
向
け
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 鷲 﨑 義 彦 議 員

農
業
の
現
状
と
市
の
取
組
み
は

子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち

坂
口
　
児
童
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
の
詳
細

は
。

答
弁　
子
ど
も
子
育
て
の
拠
点
と
い
う
位

置
づ
け
で
施
設
内
に
児
童
館
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
・
利
用
者
支
援
事
業
・
発
達

障
害
児
等
療
育
訓
練
事
業
・
佐
賀
県
西
部

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
6
つ
の
事

業
が
あ
り
ま
す
。

坂
口
　
市
内
外
の
利
用
状
況
は
。

答
弁　
４
月
～
１１
月
ま
で
の
利
用
状
況
は

市
内
４３
％（
１
０
，７
１
６
人
）市
外
５７
％

（
１
４
，４
６
１
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
口
　
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
、
カ

フ
ェ
や
居
場
所
を
作
れ
な
い
か
。

答
弁　
他
の
市
や
他
の
県
の
情
報
を
収
集

し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

坂
口
　
産
後
ケ
ア
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い

る
自
治
体
が
増
え
る
中
、
多
久
市
の
産
後

ケ
ア
は
。

答
弁　
支
援
が
必
要
な
母
親
に
助
産
師
と

一
緒
に
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
産

後
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

坂
口
　
最
近
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
っ
て
学
級
閉
鎖
も
増
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

へ
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
有
効
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

多
久
市
の
財
政
を
注
視
し
つ
つ
今
後
検
討

し
ま
す
。

坂
口
　
高
校
生
年
代
の
医
療
費
助
成
も
早

く
現
物
給
付
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
の

移
行
時
期
で
あ
る
令
和
８
年
１１
月
に
合
わ

せ
、
現
物
給
付
へ
の
移
行
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

坂 口 絹 代 議 員

子
育
て

し　
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～各会場の参加人数～

会　場

北多久公民館

東多久公民館

西多久公民館

人数

14

6

9

会　場

納所交流センター

多久公民館

南多久公民館

人数

14

13

3

合計 59人　　

参加者のご意見参加者のご意見

11月10日
南多久公民館
西多久公民館

11月11日
東多久公民館
北多久公民館

11月12日
納所交流センター
多久公民館

令和7年度 第15回

農業問題について
・8 月 7 日に「多久市農業の持続的発展につなが
る取り組み」について農業団体と意見交換。
・10月９日に市内の米麦の共乾施設とみかん選果
場を視察し施設の現状と今後の更新予定を把握。

観光問題について
・ 9月17日に「多久市の観光資源を活かす取り組
み」について観光団体と意見交換。

　議会活動（委員会・広報）について、報告を行い
参加者と意見交換を行いました。

委員会報告

地域公共交通について
・チョイソコたくは事前登録が必要なことや、利用
者数が従来のふれあいバスと比較して大幅な増加
でないことから、更なる周知が必要と提案。

定住政策について
・子育て費用を軽減する施策。
・進学や就職で転出した若者世代をターゲットとし
た定住施策。
・結婚を促進するための出会いの場の創出をする施策の提言。

決算特別委員会

歳入／歳出に対する付帯意見

現地踏査

企業誘致
・関西万博でのパビリオンを佐賀に移設すると
いう話があるようなので多久に持ってきてア
ピールできないか。

学校関係
・給食費の無償化をしてほしい。
・タブレットの宿題がなくなっている。支援員
など担当の先生が少ないのではないか。

地域公共交通
・チョイソコたくを日曜日にも利用できるよう
にしてほしい。
・病院から帰る際の予約が取りづらいので改善
してほしい。

農業関係
・農業機械が高価なので補助金の総額を増やし
てほしい。
・生産者側の声を聞いて施策に繋げてほしい。

観光関係
・観光ＰＲが足りない。
・論語カルタを全国規模
　に拡大しては。

広報活動

子ども議会
・市内義務教育学校６年生７人が参加。

出前授業
・議員が先生となって
　議会の仕組みと活動
　についての授業。
　（市内義務教育学校
　６年生を対象）

総
務
文
教
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会
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　令和 ７ 年１０月２８日から３０日までの ３ 日間、大
阪府岸和田市、兵庫県神戸市、山口県長門市を
総務文教委員会で「部活動の今後の在り方」「子
どもの学習環境整備・充実の取り組み」をテー
マに視察研修を行いました。

令和 ７年度　総務文教委員会　視察報告

視察レポート 先進地に学ぶ
　“学びを活かす”議会に‼

●�政令指定都市で初の完全移行
●�登録クラブが１,２００団体以上で選択肢の多さ
●�アスリートタイプから運動の機会の確保、趣味の一
環までの幅広さ

●�活動団体の登録や管理について行政が担うも
のの、学校現場から部活動を完全に切り離す
新たなモデルであり、今後検討のモデルの一
つと感じました。

部活動の今後の在り方について

ー 兵庫県神戸市 ー　［部活動から社会・地域スポーツへ］
ポイントはココ 視察を終えて…

　多久市では令和 ７年 ４ 月から部活動の地域移行が始まってい
ます。しかしながら保護者の経済的負担や大会の出場要件など、
今後の完全地域移行に向けての課題があります。

ポイントはココ

●�部活動の教育的意義を継承するために行政が直接
運営
●�市営の長門スポーツ・カルチャークラブでの運営
●�送迎にスクールバスを活用
●�クラウドファンディングによる保護者負担の軽減
●�指導者に行政職員を活用

●�市内中学 ５校で多久市と同規模であり、抱
える課題（部活競技や競技人数の少なさな
ど）共通点がありました。指導者の確保や
保護者負担の軽減など参考になると感じま
した。

ー 山口県長門市 ー　［ピンチをチャンスと捉えて］
視察を終えて…

ポイントはココ

　多久市では全国学力・学習状況調査などにより、学力が全国
平均を下回っている現状があり、要因として家庭学習時間不足、
基礎学力の定着不足が考えられています。
　岸和田市では ３年生から学習が難しくなり学力に差が出やす
いことから、 ３年生から ６年生を対象にした １回あたり １時間
の放課後学習支援を年間で３０回、実施されています。

●�放課後学習支援への民間事業者の活用
●�学習支援員の安定的な確保
●�支援初回と ２月に行うテストでの効果検証の実施
●�４６％の児童が全体の偏差値の向上

●�多久市と同じ家庭学習時間不足、基礎学力の
定着不足が課題と分析されており、事業が成
果として表れている点は参考になると感じま
したが、多久市では受託できる民間事業者な
どの確保について工夫が必要と考えます。

子どもの学習環境整備・充実の取り組み

ー 大阪府岸和田市 ー
［民間事業者の活用］

視察を終えて…
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まちのひと
No.7－多久で見つけた－

あッ!

Q&AQ&A

議員たちの横顔

Ｑ.学生時代の部活動は
Ａ.�ソフトボール部・陸上部
Ｑ.行ってみたい場所は
Ａ.�ニューヨーク
Ｑ.私のヒーローは
Ａ.�煉獄さん（鬼滅の刃）

Ｑ.学生時代の部活動は
Ａ.�空手道部
Ｑ.休日の過ごし方は
Ａ.�先祖の農地を守ること
Ｑ.私のヒーローは
Ａ.�幕末の越後長岡藩家老
　 河井継之助

　　〜自己紹介〜
　いくつになっても、知ら
ない事や新しい事に挑戦す
る気持ちを持ち続けたいと
思います。そのためにも、
体を大切にし心身共に健康
でいたいと思います。

　　〜自己紹介〜
　先ず動く。先ず一歩動く。
一歩一歩は不安と喜び、その
中に時代が見えて来る。
　まさに少子高齢化の中、今
を生きる人たち、地域で生き
る人たちの手助けをする。

坂 口 絹 代 坂 口 絹 代 議員議員 田 渕 　 厚 田 渕 　 厚 議員議員

Ｑ.起業したキッカケは

Ａ.�以前から自分のお店を持ちたかっ
た。おにぎりが好きで多久におにぎ
り屋がなかったので福岡より帰って
きて開業しました。

Ｑ.多久の好きな所

Ａ.�天山の裾野に広がる田畑・きれいな
星空。

Ｑ.多久市に望むこと

Ａ.�地域活性化の為にも、もっと支援を
増やしてほしい。

Ｑ.更なる夢

Ａ.�県市町を越えて買いに来ていただける
ようなお店として人気を得たいです。

社　　名　おにぎりおにちゃん
住　　所　北多久町大字小侍45-162
氏　　名　小崎里美・真帆
営業時間　 ７ 時〜 ９ 時／11時30分〜13時30分
　　　　　16時〜20時30分
定 休 日　土・日・祝日
電話番号　090－2966－4158
コンセプト　子どもからご年配の方まで気軽に
　　　　　立ち寄れるお店

 おにぎり、おばんざい（おかず）
のテイクアウトが基本ですが、お
弁当の配達、イベントなどの出店
や予約も承ります。

一言メッセージ一言メッセージ

発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
　　　℡.０９５２―７５―４８２８　 FAX.０９５２―７５―２１１０　E-mail：gikai@city.taku.lg.jp
編集／議会広報委員会　　印刷／株式会社 音成印刷

インターネット動画配信中！
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